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～下畑地区より～

下畑では、下畑地区ふるさとづくり推進協議会の皆さんと昔懐かしい遊びを楽しもうと、竹の

突き鉄砲と紙飛行機作りを行いました。

竹鉄砲は、筒の先に詰めた弾をもう一方の竹で押し、その空気圧により弾が発射する昔ながら

のおもちゃです。今回は新聞を濡らし丸めたものを弾にしましたが、地元の方によると、昔は

木の実を弾代りにして遊んでおられたそうです。学校の帰り道に木の実を拾いながら帰ってい

たのが懐かしいと話されていました。

児童は、なかなかうまく飛ばず苦戦していましたが、地域の方にどうしたらいいですか？と聞

きながら遊び、上手く飛ぶと歓声が上がっていました。

紙飛行機作りでも、地域の方と一緒に折り、誰が一番よく飛ぶか競争し、楽しんでいました。

ふるさと学習は約2年ぶりに実施されました。児童と一緒に行う活動は、地元の方々に元気を

あたえてくれたようです。
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今年も下畑地区・長谷地区の両地区が頑張って活動されている様子をお伝えしていきたいと思い

ますので、今年もよろしくお願い致します。

12月7日、下畑交流館にて「ふるさと学習」が行われました。参加したのは、美和西小学校3年

生の10名。

ふるさと学習とは、児童が美和西小学校開校前の旧小学校校区に出向き、地域の方々との交流

を図ることを目的として行われているものです。



～長谷地区より～

今回は、2年生が行った三椏の皮剥ぎ・黒皮剥ぎ作業、そして異物取り作業の様子をお伝え

します。

12月25日、当日は朝早くから長谷みどりの会の皆さんが「大竹手すき和紙の里」で三椏を

蒸す作業をし、午後からは、長谷交流館にて生徒と地元の方々による三椏の皮剥ぎ・黒皮剥

ぎ作業を行いました。ホカホカに蒸された三椏は皮が剥けやすく、剥いた皮の黒皮部分は皆

で丁寧にこそぎ落としていきます。こそぎ落とした皮は、約2週間程度天日干しをして、苛

性ソーダで煮て漂白します。

漂白しても小さな異物が残るため、ピンセットで確認しながら異物を取り除き、白い綺麗

な和紙の原料となるよう作業を行います。この作業は1月15日に行う予定でしたが、新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止のため美和中学校との活動は、残念ながら中止となりました。

異物取りは、長谷みどりの会及び地域の方々のご厚意により手分けして作業され、最後の

活動となる紙漉きへと繋がれていきます。

最後は3年生による紙漉きです。活動の様子についてはまたお伝えしたいと思います。
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